








































































































1)ェンテーション・ゼミ」, 「基礎ゼミ」, 「専門ゼミ」, 「総合ゼり　という名
称と位置づけに整理したのも間苧谷先生である.当時はどこの大学でも専門
と教養に二分されていて,四年一貫ゼミを進めるのが非常に困難な状況に
あったので, 2, 3, 4年次のゼミをカリキュラムの中心に据えて,その相互
間の役乱　講義科目との関風　教育目標などを明確にした.今では四年一貫
少人数ゼミ教育などがどこの大学でも普通に言われているが,基本的にその
方向を強力に推進した.例えばゼミだけを見ても,学生皆ゼミ履修乱学年
別ゼミごとのゼミ運営委員会によるゼミ横断的な共通の指導方針と貿保証,
15
卒論の義務化など,現今の単位の実質化要請に適うものを設置時点で整えて
いた.また,地域研究と地域言語の連繋なども進め,かなり熟慮され先駆的
なカリキュラムを開発したのも間苧谷先生である.
今では,全国に国際関係領域の学部…学科は無数にある.しかし,国際関
係教育を開発してきたという自負と,老舗としての誇りを間苧谷先生はお持
ちであろうし,我々もそれを自覚すべきである,しかし,近年,日本の国際
化が着実に進展しているのにも拘わらず,学生は内向き志向である.バブル
嫡壊後,ほぼ一貫して国際関係学部は逆境にある.新たな時代の国際関係教
育を構築するのは,間苧谷先生に続く我々の責務でもある.
学科設置時点からの現役は私だけになってしまう.私は琵琶法師か千夜一
夜の語り部でしかないが,そこに一番長く登場する主役は間違いなく間苧谷
柴教授である.間苧谷先生は国際関係学科…国際関係学部にその研究…教育
人生の全てを捧げたと言ってよい.本学での34年間にわたるその物語は間
もなく終わるが,亜細亜大学を去られた後のご清輝を後日辞として語らせて
もらうことをお願いして,とりあえず送る言葉としたい.
